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国際ロータリー第 2620地区  藤枝南ロータリークラブ会報  2026年 1月 23日（金）Ｎo.20 

例 会 第１６２４回 通常例会/小杉苑  

ソング：君が代、奉仕の理想 ソングリーダー：森下傑君 

■ 会 長 挨 拶           鈴木寿幸君 

皆さんこんにちは、本日も藤枝南ロータリーク

ラブの例会にご出席いただきありがとうござい

ます。本日は、米国・フロリダ州オーランドで開

かれた「国際会議」に出席されました。若林ガバ

ナーエレクトより「国際会議報告」がありますの

で、大変楽しみにしております。 

2026 年になり、通常例会での初めての会長挨

拶となります。 

会長挨拶は、1 月の月間テーマ「職業奉仕月間」

についてお話させていただきます。 

ロータリーにおける職業奉仕とは、簡単に言うと

「自分の仕事を通じて社会に奉仕すること」を指

します。高い倫理観を持って他者の利益を優先し、

職業を通じて社会に良い影響を与えることを理

想としています。 

国際ロータリーでは「ロータリーの樹」という

例えで、奉仕活動を説明しています。 

「根」となるものは、「クラブ奉仕」親睦と助けあ

いです。会員が「奉仕の理想」を学んでロータリ

アンへと成長するための基盤です。 

「幹」となるものは、奉仕の理念「最もよく奉仕

する者、最も多く報いられる」というロータリー

の行動規範が、幹となります。「枝・葉」は、「職

業奉仕・社会奉仕、国際奉仕、青少年奉仕」の活

動を指します。「花」は、ロータリー財団となりま

す。この構造から「枝・葉」の部分である「職業

奉仕」がロータリーの重要な柱であることが理解

できます。 

ロータリークラブは、1905 年に「親睦と助け

あい」から始まりました。その年の年末には「ク

ラブは公共のために奉仕すべき」との助言があり、

シカゴの公衆トイレ設置が、最初の奉仕プロジェ

クトとなりました。 

その後、「最もよく奉仕する者が、最も多く報い

られる」という考え方が提唱され、自分の利益だ

けでなく、事業を通じて他人の利益を優先し、高

い倫理観を持って社会に役立つ仕事をするとい

う「職業奉仕」の理念が形成されました。 

みなさんの職業を通じて、「社会に良い影響を

与え続けているのか？」を今一度、考えていただ

ければ幸いです。」 

 本日の卓話は、オーランドで開催されました国

際会議に出席されました若林ガバナーエレクト

から、最新の「国際ロータリーの目指す姿」お話

しいただけます。次年度のクラブ活動方針・運営

の指標となりますので、大変楽しみにしておりま

す。最後に本日の例会が、ご出席の皆様の新たな

発見や気づきの例会になることを願っておりま

す。本日もどうぞよろしくお願いいたします。  
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■ 出 席 報 告           山田幸保君 

本日のホームクラブ 

出席者 
前回の補正出席者 

43／48 81.25％ 36／48 75％ 

 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 

○飯田君○川口君○鈴木健君〇早川君 

伊藤彰君 増田君 

(１)メークアップ者 

富澤賢一君(地区) 富澤静雄君(藤枝) 

中山恵喜君(藤枝) 早川清人君(ｻｯｶｰ) 

若林秀典君(地区) 渡邊博文君(ｻｯｶｰ) 

 

パーフェクト例会数：                                                       

 

欠席連絡は、当日朝１０時前までにお願いします 

 

■ スマイル B O X        山田幸保君 

・無事に国際協議会を終えました。時差ボケは 

まだ治っていません。     若林秀典君 

・ありがとう！         富澤静雄君 

・ありがとうございます。    内山淑夫君 

・結婚記念プレゼントありがとうございました 

 久しぶりに記念日を迎えました。 

1/14(記念日) 1/15(ベンツｴ誕生日)。ベンツ 

ｴ君と一緒に記念日、誕生日を祝いました。 

                植田裕明君 

・結婚記念日のお祝いありがとうございます。 

 32年たちました。人生の半分です。 

                大村和宏君 

・誕生プレゼントありがとうございます。 

                中山恵喜君 

・誕生日プレゼントありがとうございます。 

                山田幸保君 

スマイル累計額 ５８８，６０２円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 国 際 協 議 会 報 告             

若林秀典君 

1月 11日(日)～15

日(木)の５日間、

フロリダのオラ

ンドー  ローゼ

ン・クリーク・シ

ングルホテルで

国際協議会が開

催されました。エレクト＋パートナー22 名(海外

旅行不慣れ組)は北海道の現ガバナーの旅行会社

を使って行きました。交通トラブル等を考慮して

8 日(木)には羽田に前泊し、9 日(金)出発となり

ました。 

初日 11日は協議会の登録、資料、翻訳機の受領、

ホテルへのチェックイン等を済ませた後、協議会

を通してのブリーフィングが行われ、記念写真を

してから夜の歓迎レセプションに臨むこととな

りました。 

２日以降の 4日間は午前、午後、本会議 60～75分、

分科会 90分の繰り返しで都合 7回の本会議、9回

の分科会が行われ、18:30～21:00は夕食会となっ

ています。 

 

 

 

 

 

RI 会長エレクトのメッセージ 

次年度の会長はナイジェリアのオラインカ・ハキ

ーム・ババロアさんです。 

会長エレクトは既にインカ会長(ニックネーム？)

で呼ばれていました。 

食事準備数 食事提供数 残 累計残 

49 47 2 14 

新会員 
中村秀樹君 
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会 長 エ レ ク ト の メ ッ セ ー ジ は 「 CEATE  

LASTING  IMPACT-持続可能なインパクトを

生み出そう」です。 これは 

一時的な成果や単発の事業に終わるのではなく、

地域社会に長く良い影響を与え続ける活動を行

うこと、そして年度が変わっても受け継がれ、発

展していくロータリー活動を目指すことを意味

しています。 

会長エレクトは特に 

・事業や奉仕活動における「継続性」 

・クラブや地区の取り組みが次年度以降も活かさ

れる仕組み作り 

・会員一人ひとりの関りが長期的な変化につなが

ること 

の重要性を繰り返し強調されました。 

つながりが信頼を生み、歓迎の姿勢が参加を生み、

行動の変化を生むのです。 

ロータリーの価値はそこで生まれる「持続可能な

インパクト」にあるのでしょう。 

インカ会長エレクトの発信はまさにその一点に

集約されていると感じました。 

変化とインパクトは異なる。変化は始まりであり、

インパクトは持続しなければならないものであ

るという話が印象的でした。 

最初の本会議にこのメッセージが発表され、これ

以降はこのメッセージに則した内容で分科会が

進められていた感じがします。 

とにかく自由な時間があまりなく、時差ボケも手

伝って頭の中が整理されてない部分がありまし

た。テキストの内容も事前に読んでいったのです

がセッションが始まると役には立ったと言えま

せんでした。 

終わってみればあっという間でしたが時間もタ

イトで内容もハードでしたので時差ボケもあり、

肉体的にも精神的にもとにかく疲れました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例会プログラム

 

 

■ 今週の一言         鈴木照竟君 

子供の頃から室

内に扁額の書が

いくつか飾られ

ていますが、多

くが行書体で書

かれているので

全く読む事も出

来ず、興味もありませんでした。 

そんな中で字のような絵のような不思議な扁額

あり、歴史を少々学んだ小学生の時には「和同開

珎」や「寛永通宝」のような古銭なのかな？なん

て思ったこともありました。 

 長いことその存在を忘れていましたが、藤枝に

帰ってきて数年後、ふとそう言う事かと理解しま

したが、中学の修学旅行で観ていることも思い出

し、自分の無関心と無知さに恥ずかしくなりまし

た。 

「吾唯足知」 

枯山水の庭園（方丈庭園）で有名な京都の竜安寺

の茶室入口に手水としての蹲踞
つくばい

があります。徳川

光圀公の寄進とされ、この文言が刻まれています。 

貪瞋痴の三毒のうち、「むさぼり」が最初であるよ

うに、もっと欲しいという欲望が心を曇らせてし

まうものです。際限なく求め続ければ、満たされ

ない苦しみが続き餓鬼道に落ちてしまいます。

「これだけあれば充分、あとは足りていないとこ

ろへ」という知足の教えは争いを少なくし、健全

に過ごす鍵だと思います。 

 

 

例会日 クラブ行事 摘要 

1/30(金) 

第 1625 回 
早朝例会  

2/6（金） 

第 1626回 
会員卓話 理事会 

2/20(金) 

第 1627 回 
会員卓話 小杉苑 

3/6(金) 

第 1628 回 
IGM 報告 理事会 
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（担当/秋谷貴也君） 

おめでとうございます！ 


